
こんにちは！原田翔太です。

まず、この２週間、『創造的破壊』プロジェクトに注目して参加してくれたり、
このプロジェクトを紹介してくれたり、応援メッセージやコメントをくれたり……

諸々、本当に、ありがとうございます。

おかげさまで１万人を超える人たちが、
このプログラムに参加してくれました。

創造的破壊・・・

もう、タイトルからして全くキャッチーさゼロ。

儲かるのか、食べれるのか、
なんなのか意味さえ分からないような題名です。

もうね、マーケティング的には
最低なタイトルなんですよこれ。

にもかかわらず、これだけ多くの人が
興味を持って飛び込んできてくれて、とても嬉しいです。

ネットの世界は、残酷なんですよね。

リアルの世界以上にコミュニケーション能力の差や、情報に対する感度の差が、
そのまま結果に直結しやすいです。

僕らが何を言っても響かない人もいれば、

ポロッとこぼした言葉の切れ端の中に、
重要なエッセンスを敏感に感じ取ってくれる人もいる。

その機微に気が付く能力こそ、
マーケティング、もとい、ビジネスに必要な力だと思っています。

僕らの対談に少なからず、
感じるものがあったという人は、センスがいいです。笑

上から目線で言うようで、恐縮ですが、
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お世辞抜きで本当にそう思います。

だって、『創造的破壊』だよ？

どこかのビジュアル系バンドの
全国ツアーのタイトルみたいじゃない？笑

＊

さて、

さくっと話は変わります。

一応これで、創造的破壊ツアー（笑）…
…もといプロジェクトの一般公開は幕を閉じました。

ここからは、
僕らと、あなただけのディープな世界の始まりです。（きもい！）

さあ、これから一体、何を売りつけられるのだろう？

と、きっと、
胸をワクワクさせていますよね！？

そりゃあもう、死ぬほどたくさん売りつけますので、
楽しみにしていてください。

・・・・・・・

ウソです。

売りつける気は全くありません。
詳しくは、これから発表をしていきますが、
セミナーを一度かぎり、開催しようと考えています。

本当にごく限られた人たち、そして僕らの話に価値を感じてくれて、
必要としてくれる人だけが参加してくれるだけで構わないと思っています。
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ただし！！！！

その代り超高額です。
目の玉が半分飛び出てがびーん！となるくらい高いセミナーです。

その扉を叩いてみようと人に向けて、

超クローズドに、超極秘の話をしようと思っています。

いうならば

あちらがわ　|　←越えられない壁　|　←もう一枚壁　こ
ちらがわ

という感じで、

完全に『こちら側』の仕掛け方をあなたに教えます。

自分のことを、自分でプロデュースをして、
ビジネスで成功している人たちだけが知っていて、
でも口が裂けてもお客さんには言えないような、秘密。

・・・そんな、『エグい裏側の全て』を公開してみようかなぁと。

そういっている以上、参加していただく人は、

（１）すでに『こちら側』にいる人で、もう一皮突き抜けたい人。

（２）もしくは今やっている（やろうとしている）ビジネスで『こちら側』に行ってみた
いと望んでいる人。

そして、

（３）自分自身で、自分のことをプロデュースして名前を売っていきたい人。

（４）概念（コンセプト）を世の中に投下して、多くの人に知ってもらいたい！、多くの
人を巻き込んでいきたいと考えているような革命家や、仕掛け屋さんの卵。

です。
Copyright © 2011 ICC.inc All Rights Reserved.



もう、この時点で相当マニアックですよね。笑

大半の人は興味すら持てないでしょう。

でもね・・・

あまり大きな声では言いにくいんですが、今回やろうとしているセミナーで教える方法を
正確にマスターしてもらえば・・・

ぶっちゃけ儲かるんですわ。

１００万とか、３００万とか、そのくらいで
「すげー！！！！わー、儲かっちった！！！！！」となっている世界から、

一気にミニマム（最低）でも、１０００万以上の売上げを作れるプロジェクトの『主催
者』になれる世界です。

僕らは互いに社員ゼロのときに、１７歳&２２歳で１億円を作った人間ですし、それをす
でに何度もやっていますから、そのプロセスというのは完全に身体感覚として持っていま
す。

それを、教えようというわけです。

なぜ儲かるのか？

それは、僕らの言う『創造的破壊メソッド』は、『世界』を創り出す方法であり、『その
世界』の支配者になれる方法だからです。

アフィリエイトだとか、ヤフオクだとか、せどりだとか、そういうのはそういうので、十
分結構なんですが、どうしても『人のふんどし』で行うわけなので、『主か、従か』でい
えば、完全に従じる立場ですよね。

従じる立場というのは、少なからず、天井ができてしまうし、従っている『世界の主』以
上には稼げるわけがないのです。

多くの人は、『世界の作り方』＝『支配する構造をどのように、意図的に、有機的に創り
出すか』ということを知りません。
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そこで今回、その『支配構造』の作り方を、僕らが知る限り、あなたに全て伝授しよう
と。

それが、これから僕らが、みなさんに提案するオファーです。

具体的には、都内で、
２日間の合宿セミナーを開催する予定です。

朝から晩まで、超接近戦で、
２日間みっちりお話をします。

和佐大輔と原田翔太が手を組む、
最初のセミナーですので超・貴重です。笑

＊

今のところ、この『創造的破壊』プロジェクト関連で予定している有料のサービスは、
この合宿だけです。

他に予定していないので、このチャンスを逃した場合、
二度と受けることができなくなるはずです。

業界異端児２人が教える『創造的破壊』の作り方。

次は、それのあなたバージョンを仕掛けてみませんか？

僕らは、そのあなただけの『創造的破壊』を創り出す
お手伝いをします。
＊

それともう一つ、

誤解する人も多そうなので、
お断りしておきますが、

このセミナーでは一遍通りな、ありきたりな、
『まーけてぃんぐのうはう』は一切教えません。

具体的には、ダイレクトレスポンスマーケティング（以下ＤＲＭ）は教えません。
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誤解を恐れずに言うと、和佐大輔も、僕もＤＲＭを使いこなすマーケターです。そして、
ウェブでのＤＲＭを、おそらく近年もっとも多くの日本人に教えてきた張本人です。

ですので、人の何倍もＤＲＭのすごさも、力も、使い方も知っていますし、教えることは
できます。

それゆえ、どうしてもＤＲＭの最新の事例やノウハウ、テクニックが聞けるのではない
か？と期待している人が多いと思います。（それ自体は嬉しいことではあります。）

が・・・正直言うと、僕らは、今、ＤＲＭを教えることにあまり関心がありません。
もっとぶっちゃけて言えば、『若干飽きている』のです。

今回の合宿に参加してほしい人には、
ＤＲＭの知識くらい、もう当たり前に知っていてほしいのですね。苦笑

その前提に立って、今回は、

ＤＲＭを超えて、ＤＲＭをより精度高く、
そして破壊力を増した形で実践するために必要な

『破壊の視点・創造の思考』

を具体的に教えていきたいと思っているのです。

率直に言うと、これは、
ＤＲＭよりもずっとずっと強力なコンセプトです。

なぜそういえるか？

世の中にダイレクトマーケティングの知識を持った人は
多いわけですが、

彼らが結果を出しているか？というと、
ほとんどの人（それこそ９５％以上の人たち）は、
いまだに、何も成果を出せずにさまよっているわけです。

ということは・・・

ＤＲＭはというのは、それ単体では『ある程度まで』しか
機能しないということにいい加減気づいてほしいのです。
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正確に表現するならば、きちんと使いこなせれば
ＤＲＭは物凄い武器になります。

が、しかし、それを使っている人間の発想や視点が
チープなものであったら、どんなに切れる武器も、こん棒並みに鈍器と化します。

＊こん棒って、武器としてはどんなＲＰＧゲームでも、最低に弱い武器です。笑

残念なことに、ＤＲＭを頑張って学んでいるのに、
そういう状態に陥ってしまっている人が、実に、実に、多いのです。

例えば、大輔本人は言いにくいと思うので
僕が勝手に、代弁させてもらいますが、

（彼がそう思っているかは知りません。
僕ならそう感じるだろうというところの勝手な妄想です。あしからず。笑）

『ネットビジネス大百科』という教材を
彼は、パートナーの木坂たけのぶさんという方と一緒に発売していました。

（↑います、か。今も売っているし。）

あれは、同業他者から見ても、
すごくいい教材だと思います。

オンラインマーケティングのセオリーが、
コンパクトにまとまっています。

あの知識を学ぼうと思ったら、
一昔前なら１００万円くらいかかるような内容です。

あの教材一つで、まさにＤＲＭに必要な考え方や、
実践的な知識が一通り学べます。

あの教材を１万人以上の人が手に入れているわけですが、
その人たちは今、何をしているんでしょう？

教材を聞いて
「あー、よかった」で終わっているんじゃないでしょうか。苦笑
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もしくは、やり方は分かって、
実践しているんだけど、なんだかあんまし結果が出ていない・・・

みたいなことありませんか？

（どうです？）

ぶっちゃけ言えば、あの教材を買っても、
成功できていない人はたくさんいます。

そりゃそうなんです。

ＤＲＭを使いこなす以前にいて、武器だけ最強のものを持たせられても、使いこなすこと
ができるわけないからですね。

それは、申し訳ないですが、
その人の責任です。

武器を使う前に、武器を使うためのレベルアップをしなくてはいけません。

そういう、視点・思考がイケてない、
なのに、ＤＲＭだけをやたら勉強している人は、

オタク、みたいなものです。

生産ができないので、稼げません。

今回のセミナーは、そういう人に向けて、
それ以前・・・しかし、何より大切な『仕掛ける側の原理』を伝授しようということで行
います。

＊

募集開始はそのうちします。
・・・いや、近々します。
嘘です。明日か、今日には募集をします。

今日の話を受けて、
少し考えておいてください。
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繰り返しますが、受講費は、
めちゃくちゃ高い予定です。

その代りめちゃくちゃ少人数でやります。
とっておきのノウハウを教えます。

具体的には・・・こんなことをお話する予定です。

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶‒

●数日で万単位の見込み客を集める方法

●ネット上を席巻する口コミストリームを巻き起こす方法

●『同業他社』＝ライバルとうまく付き合い、市場を広げる方法

●最高のデビューを飾り、短期的に数千万レベルのお金を稼ぐ方法
（何度も僕たちは成功しています。成功確率がきわめて高い方法です。）

●最低でも５０００人が瞬時に振り向く『破壊的創造コンセプト』の生み出し方

●『自分ワールド』を創り出し、世界の創造主として君臨する方法

●凡人が『カリスマ』を演出して、『信者』を多数囲い込む方法

●『大ヒットを生み出すための原理』

̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶̶‒

などをあなたに教えます。

泣いても笑っても募集は１度きり。

開催も１度きりです。

死ぬほど楽しみにしていてください。

ただし、何度も言うように相当高額なセミナーになります。
まあ、費用対効果から言うとかなり安いと思います。
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が、一般的にはかなり高いです。
たぶん、安い中古車一台買うくらいの投資になります。笑

逆に言うと、その金額を払えるくらいすでに稼いでいる人で、もう一段階レベルアップし
たいという人たちに来てもらいたいという狙いがあります。

残酷なようですが、僕らはボランティアスタッフではありませんし、お金を稼ぎたいとい
う人たちにお金の稼ぎ方を教えるのですから、当然有料＆高額です。

その投資に価値を感じる人だけ、来てくれればＯＫです。
＊

そんなわけで・・・

募集開始まで、
もうしばらくお待ちください。

またブログやメルマガなどでお知らせします。

原田翔太

ＰＳ：コメントを見ていると、その人のコミュニケーション能力がよくわかります。

実は、本当に限られた人にだけですが
直接メールをお返ししたりしています。

「不平等じゃないか！」と思うかもしれません。

ですが、それが、僕らの言う
『埋もれてしまっている』ということなのです。

あなたが、有象無象の『その他大勢』の中から抜け出すことができる、
存在感を放つにはどうしたらいいと思いますか？

そこに、この創造的破壊プロジェクトで
僕らが伝えたかったことの真意があります。

本当は、誰にだって可能性の種が眠っているのを知っているからです。
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だから、目を覚まして、頑張りましょうね。

僕は、あきらめの悪い、ねばっこくて暑苦しい人が大好きです。

ＩＴ系の会社の経営者ですが、魂は完全に昭和です。笑
そういうあきらめの悪い人が、あきらめなくてもいいようになったら、
すごくいいのになぁと思っています。

ちなみに、ほったらかしが大好きな人や、
なんとかリタイヤしたいと思っているような人は大嫌いなので、
どうか近寄らないでください。

気持ち悪いですし、そういう人は本当に勘弁です。

日本をダメにする元凶くらいに思っています。
早く目を覚まして真面目に精進したほうがいいですよ、マジで。

ほったらかせるのは、死ぬほどガチンコで生きた人だけなんです。
ではでは、またよろしゅう。
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